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　※ポイント
日本語訳が少ないが重要とされる美学研究者の主著です。美学、哲学思想
の棚に置いてください。原書タイトルままだと検索性が辛いので「ちから
びてきにんげんがくのこんぽんがいねん」までを正式なタイトルとしてい
ます。

人間は美をいかに捉え、美は人
間をいかに主体たらしめるの
か。本書はバウムガルテンとカ
ントの美学を出発点に、ヘル
ダーやシラー、ニーチェ、フー
コーまでの系譜を人間にそなわ
る「力」という観点から辿り直
し、美学史の刷新を試みる。現
代ドイツで最も重要とされるフ
ランクフルト学
派新世代の思想
家による、美的
人間学始まりの
書。
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